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七
四
四

拙鮮と

' 
瓶介

と
を
得
る
S

の
な
6

0
印
度
及
び
金
貨
施
通
せ
次
る
他

の
金
貨
B
か
金
货
本
位
を
^
;
す̂
る
こ
と
を
©

る
は
卽

ち
此
'0
~
の
調
節
力
を
利
用
し•つ
、
ぁ
る
が
爲
め
に
外
な 

ら
梦
。

,

£,
上
は
著
者
主
張
の•極
槪
な
6

。
貨
幣
數
量
說
に
對 

j

るV

丨
パ
丨
氏
の
誰
明
は
多
少
重
钹
叉
は
矛
盾
せ
.る 

所
な
き
に
非
次
れ
と
名
、
槪
し
て
穏
健
な6
と
爾
务
可 

き
か
。
3
れ
と
、
信
拥
を
物
價
の»
係
に
就
き
て
«

者
. 

が
述
杞
る
t 

i
 

y

對
し 

<
は
多
少
の
疑
問
を
懷
かざ
る 

'
を
得
^
。一

定
額
の
貨
幣
の
增
加
财
同
額
の
信
用.の
.僧 

加
ょ
6
名
物
價
に
對
し
て
著
し
き
影
響
を
及
ぼ
す
可
き 

は
箸
者
の
言
の
如
く
な6
と
雖
洛
、
流
通
貨
幣
と
銀̂

.

. 

»
付
と
の
間
に
於
け
る
數
量
的
關
係
は
少
期

間

內

に
變 

|1
す
る
こ
と
豨
な
る
名
長
期
間
に
は
衡
次
變»
す
る
？ 

.め
な
る
を
記
憶
せ
次
る
可
か
ら
岁
。
若
し
果
し
て
然
ら 

ぱ
信
用
は
貨
幣
と
獨
立
に
物
惯
に
影
«
を
與
ふ
る
こ
と 

ぁ

云

ふ

可

く

、
從
っ
て
香
人
は
物
價
平
準
に
對
す 

る
信
用
制
度
の
影
響
を
輕
舰
す
可
ら
次
る
な-

C
N
O

次
に

1

1

A

著

者

は

信

用

制

度

の

運

^

^

貨

物

の

1

©

を

低

下

せ 

し
む
可
き
を
以
て
、
此a

ょ
6

論
少
れ
ば
物
僧
騰
貴
を 

雜
致
す
る
の
一
原
因
な
る
こ
と
能«

^

る
名
の
な
6

と 

斷
>

た
れ
ど
名
此
斷
逛
は
；生
產
费
說
を
根
據
と
せ
る 

衫
の
に
しV

、
.
吾
人
の
替
成
す
る
を
得
次
る
所
な6
0
 

各

貨

物

の

價

格

は

需

用

と

供

給

.に

依

ろ

て

{
/ E
i

る
名
の 

に
しv

生
產
養
於
みy

侬
ろ
七
定
ま
る
に
非
卞
。

ば
。
若
し
銀
行
^
賛
付
增
加
せ
ば
、
貨
物
の
需
用
は®
 

加
す
可
く
、
從
つ
て
貨
物
の
供
絡
.に
し
て
同
一
程
度
に 

增
加
せ
次
る
間
は
、
假
令
生
產
费
が
同
塒
に
低
減
ず
る 

• 

i名
、
其
憤
格
：

s
®

貴
す
可
し
。
勿
論
其
供
输
に
し
て 

增
加
せ
ば
、
物
價
は
騰
貴
せ
次
る
こ
と
&
る
べ
け
れ
ど 

i

著
者
自
身
S
云
へ
る
^
如
く
、
2

十
五
頁)

信
用 

制
度
其
物
は
直
接
に
貨
物
の
現
存
量
を
增
加
せ
し
ひ
る 

乙
と
を
#
次
る
な
貸
付
金
の
增
加
は
勿
論
生
產
を 

刺
激
す
ベ
け
れ
ど
S
、
新
生
產
物
似
市
場(C
提
供
せ
ら
. 

る
、
迄
に
は
多
少
の
槠1
1
1を
要
す
可
し
4
而
し
て
此
期 

相
»

に
於
て
«

.
'«
は
|1
貴

す

る

の
«

Ĵ
を
有
す
^

^

E

l

l

s

s

s

i

s

i

l

l

l

l

s

し
。
.著
者
找
货
幣
數
量
說
の
反
對
論
を
辯
駿
す
る
に努 

め
te
る
&

«
物
價
に
及
ぼ
す
信
用
の
.影
響
を
輕
視
す
る 

に
至
6
し
、が
如
し
。

^ '
*

者
は
附
錄
と
む' v

卷
末
に
ゥ
ォ
ー
ヵ
ー
历
の
國
際 

雨
本
位
制
の
一
飾
と1} 

n

ル
y

.ン
氏
の
貨
幣
諭
の 

一
«
 

i

を
收
め
杧
る
名
、.

(

八
十
丸—

百
四
頁)

此
附
錄
、

S

本 

書
の
紙
數
を
增
加
す
る
以
外
に
於
て
大
に
其
惯
値
を
髙 

め
^:
-
0と
觀
む
る
乙
と
»

困
難
な
6

と
云
»

^

る

べ
/J

y

槪
しV

之
を
評
せ
ば
、，
本
書
は
著
潘
於
鏡
に
發
表
せ 

るT
h
e

 S
t
a
n
d
a
r
d

 

o
f

 

V
a
l
u
e

若
し
く
は
ブ
ィ
シ
'ヤI
氏
、

レ
ィ
ト
ン
茈
等
の
統
針
的¥]
:
究
に
比
敵
す
る
？
の
に
非 

f

 

«明
0
單
純
な
る
、
疔
文
の
：明
決
な
る
、
見 

地
の
哲
理
的
な
る
諸
點r.
於

て
1
種
の
將
色
を
備
へ
お 

る
货
幣
數
量
魏
の
最
近
の
諌
明
と
し
<
評
者
は
之
を
江 

湖
に
推
擧
す
る
を
瞎f
f
ini
:

^
る
^p

の
な
-
。̂(

高
城)

m
a
t

 

i

s

.

.

M

I

?

'

b
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• 

. 
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.. 

•

千
九
.百
十
ヨ
年
紐
背
銀
^
法
令
雜
認
劍 

火
版
三
十】

一l

l

M

^

M
pi
十
八
^

此
小
册
子
は
紐
育
市
に
於<
發
行
せ
ら
る
>
龈
行
法 

令
雜
誌(

B
a
n
k
i
n
g

r
pミJ

o
u
r
n
a
l
)

の
千
九
11
十
三
年 

五
月
號
に
揭
出
せ
ら
れ
允
る

一

論
文
を
單
行
本
と
し< 

再
版
せ
し
？
の
な
1
9
0著
者
»
目
下
貨
幣
の
本
質
を!» 

究
し
つ
、
あ
6

て
a
れ
锆
樹
な
る一

書
を
著
©
す
谶
定 

な
る
が
、
軿
究
を
進
ひ
る
に
從
ひ
貨
幣
に
關
す
る
在
來 

の
學
說
に1

大
談
讓
あ
る
を
發
ji
し
玆
に
自
己
の
意
見 

を
發
見
し
て
世
1C

問
ふ
に
M

6
し
な
ぅ
と
。
著
者
の
主 

張
の
！

左
の
如
し
"

經
濟
學
者
間
の
定
說
に
據
れ
は
、
最
初
貨
幣
な
るi 

の
存
在
せ
^
し
て
人
»
物
と
物
と
を
交
換
し
所
謂
交
換 

の
媒
介
物
を
使
用
せ
次6
し
が
、
S
後
人
の
煨
ぢ
R
ji
J
 

す
る
或
る
貨
物
が
交
敗
の
媒
介
物
と
し

y

用
ひ
ら
る
>

七
七
泡

妣
0

と
.紹
、介

:1「

.寒



0

ズ
遂
i

®

_

0金
属
が
交
換
の
要
具i
し 

て
诩
；

3

ら4
、

遂
に

1

彥
純
分
を
有
す
る
金
銀
の
量 

目
を
合
み
^

る
錄
貨
を
造
6

之
を
價
値
の
票
準
杧
ら
し 

ひ
る
に
至
6

杧
纟
と
。
而
し
て
信
用
は
最3
後
れ
て
發 

達
せ
'る
？
の
に
し
て
、
之
に
依
ろ
て
金
屑
貨
幣
を
節
約
' 

す
る
こ
i

を
得
と
。
 

,■

さ
れ
ど
、
著
者
の
看
る
所
に
據
れ
ば
、：
信
用
は
貨
齡 

よ
^

^
早
く
發
達
せ
る
名
の
に
し
て
、#

通
物》

交
換 

と
看
做
さ
る
、
名

の

は

信

用

取

引

に

外

を

ら

ぞ

し̂ 

6
。
文
史
寳
の
示
す
所
に
據
作
ば
、
金
屬
の.一
定
量
を
. 

以
て
潰
値
の
標
準
と
せ
る
こ
と
な
し
。
普
通
英
爾
の
镑 

(
P
o
l

 

s
t
i
n
g
)

は

以

前

一

封(

p

g

a

)

の
銀
を
意 

味
し
、
佛
の
.(iivre)(

銀
貨)

は

以

前

一

封(
l
i
v
r
e
)

の
' 

^
を
^
味
せ
し
名
の
な
み
と
看
做̂

/れ
转
る
名
、
比
爾 

者

が

同1

な
6
し
こ
と
#-
て
な
し
0

然
ら
ば
、
货
幣
と
は
何
ぞ
や
。
著
者
の
意
見
に
據
'
 

«

, «

貨
は
貨
r

に
非
^

。貨
幣
*

る
^p

の
は〗一 !!2

用(

嘖 

權
}

な
t

人
が
貨
物
叉
は
勸
勞
を
媿
供
す
る
に
傺
し

其
多
換
物
と
し
て
入
字
せ
ん
と
欲
す
る
は
決
し
て
金
«

.

に
非
，
しV.

債
權
な
6
。
此
債
權
を
有
す
れ
ば
、
之
を 

以
て
他
日
必
要
な
る
勸
勞
叉
は
货
物
を
購
入
す
る
を
昝 

る
な
-

CN。

經
濟
學
者
»
未
開
民
族
間
に
は
信
用
制
度
な 

る
名
の
な
し
と
云
へ
ど
名
、
事#
は
芷
反
#
し
ズ
未
開 

人
^
は
皆
信
用
制
度
を
利
用
せ.

CS。

未
開
の
種
族
は
貨 

物
の
取
5
に
於
て
決
し
て
物
々
交
換
の
方
接
に
依
る
こ 

と

/?
:く
瓦
に
貨
物
を
貸
借
し
て
、
其
決
濟
に̂

K

賬
ヶ 

貲
物
を
用
；s
te
6
°
而

し

て

偾

務

債
.«
の
識
憑
と
し
て 

は
割
符
t
用
ひ
杧
る
が
®
®J
#
ft
現

今
1C
於
け
る
手
形 

と
同
匕
く
轉
々
流
通
せ6
。

此
債
權
の
實
價
«
償
務
者
の
有
す
る
金
«
叉

は

他

の.

聛
期
の
來
6

し
#

に
其
債
務
者
ダ
他
の
個
人
に
®
し
て 

有
1

る
ft

權
t

の
多
少
に
依
る
多
の
な̂O

と
す
。
中
业
. 

紀
1C

於
て
貨
幣
償
値
にj

大
變
勤
を
來
せ
し
最
大
の
原 

因
は
貴
金
屬
の
價
格
の
獲
夙
に
非
玄
し
て
、
戰
爭
、
.
疫 

病
避
に
飢
鐘
の
#7

擊
に
因
づ
く
偾
權
の
價
«
の
下
落
に

外
太
ら
^

る
«

-

0。

^

と
を
望
び
。(

高
城)

要
す
る
に
、
交
換
の
媒
介
物̂

6
.叉
價
値
の
標
準
it 

る
名
の
は
赓
權
に
し<
、
所
謂
貨
幣
«

單

に

價

値

の

計, 

算y

用
ひ
ら
る
、
尺
度
に
過
ぎ̂

る
な
6

。‘
從

つ

て

政j 

府
が
紙
幣
の
發
行
を
調
節
す
る
が
如
き
は
理
れ
な
き
乙

\ 

と
な
6

0
紙
幣
»

便
利
な
る
？
の
な
れ
ば
、
若
し
其
發 

行
の
制
限
舣
餘
6

に
®

重
な
ら
ば
、
取
引
を.阻
害
す
る
_ 

u

至
る
可
ぐ
、
又
其
制
限
に
し

v

像
6

に
«
和
な
ら
ば 

时
等
の
效
ヵ
を
有
せ
次
る
可
し
。
制
裁
を
加
ふ
苽
き
％

の
«

鹽
し
銀
行
家
の
不
正
の
取
引
に
し
<
紙
幣
の
發
行 

に

非

^

。

 

ノ 

. 

. 

. 

j 

以

上
«

箸
者
の
主
_

の
大
意
な
る
'が
ヽ
.
思
ふ
に
著
者 

は
米
國
の
新
銀
行
條
例
に
反-'
#

の
意
見
を
有
し
、
上
述 

の
說
を
喂
ふ
る
に
至6
し
名
の
な
る
可
し
ノ
箸
者
の
貨. 

幣
諭
呔
槪
し
て
扳
る
に
足
ら
梦
と
雞
？
、
信
用
制
度
諭
一 

は
大
に
見
る
可
き
名
の
あ6
。
吾
人
は
貨
幣
に
關
す
る 

r

新
論
i

しV

同
好
の
士
に
本
書
を
推
すi
同
)®
^

一
 

日
^
^
卑
く
箸
者
砍
會
心
の
大
著
を
發
表
す
る
に
至
ら
ん

'
七
.七
七 

批

評
I
紹
、‘介

.

,

,

帝

靈

信

社

麗

義

日

本

經

濟

年

鑑

大
正
一
一1#
五
另
奥
妖
帝
國
通
信
社
發
行 

, 

,
太
陽
列
1
ー0;
泜
〇
1:

忠
债
金
十
妞
.

本
書
は
我
帝
國
の
經
濟
財
政
に
關
す
る
統f t
を
採
錄 

せ
：'る
？
の
に
し
て
、:'
-
全
卷
を
分
ち
て
全
國
の
部
、 

新
領
地
0

部
兢
に
附
錄
と
す
。
全
國
の
部.に
於
v

t

t國 

勢

―.斑
、
土
地
及
氣
象
、
人
口、
'財
政
"

農
業
、
霖

、 

鑛
業
、
水
産
、
工
業
、
商
業
、
質
易
、
銀
行
及
金
融
、 

相
場
、
物
價
'及
賃
艱
、'
交
通
、
其
他
の
項
を
設
け

V

各 

事
項
に
關
す
る
最
近
の
統
計
を
集
錄
し
、
新
傾
地
の
.部 

に
於
て
は
朝
獬
、
臺
灣
、

： ®
、

關
東
州
に
就
き
<
淦 

顾
に
於
け
る
i

略
同
様
の
分
類
の
下
に
各
事
項
に
關
す 

る
統
計
を
載
せ
、
附
錄
の
部
に
於<
は
全
國
の
銀
行
#
 

社
f
c關
ず
る
重
®

事
項
■■
：
■-'.(

所
在
地
、
談
立
年
月
、
營
業 

科
目
、
資
本
金
額
、
積
立
金
、E
當
率
"
重
役
氏
名
等)

'
1
1
1
1


